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会
長
挨
拶

後
援
会
会
長　

野
田　

哲
三

生
活
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す
。
後
援
会
で
は
大
学
と
協

力
し
て
毎
年
秋
に
保
護
者
会
を
開
催

し
、
大
学
の
状
況
を
説
明
頂
き
担
任

の
先
生
か
ら
個
別
の
面
談
も
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
に
は
教
職

員
各
位
と
の
情
報
交
換
会
を
持
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
親
し
い
会
話
を
楽
し
み
ま

す
。
そ
の
他
に
も
学
生
の
た
め
の
教

育
環
境
の
整
備
、
就
職
活
動
や
資
格

取
得
へ
の
支
援
お
よ
び
学
友
会
活
動

へ
の
協
力
な
ど
を
通
じ
て
大
学
そ
し

て
学
生
を
応
援
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
後
援

会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
役
員
一
同
、
協
力
し
合
っ
て
本

年
度
の
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
三
月
に
学
び
と
経

験
を
積
ま
れ
た
十
一
期
生
の
皆
さ
ん

が
巣
立
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
生
き
生
き
と
し
て
そ
の
持
ち

場
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
ま
た
四
月
に
は
十
五
期
生
を
迎

え
ま
し
た
。
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

た
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
東
京

聖
栄
大
学
は
高
校
の
延
長
の
よ
う
な

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
楽
し
く

勉
学
に
励
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

保
護
者
に
と
り
ま
し
て
も
本
学
を

理
解
し
学
生
の
学
業
の
状
況
や
学
生

◆
令
和
最
初
の『
聖
栄
葛
飾
祭
』開
催
‼
◆

東
京
聖
栄
大
学
が
開
学
し
て
今
年

で
十
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。
新
元
号

「
令
和
」と
共
に﹃
聖
栄
葛
飾
祭
﹄（
学

園
祭
）
を
十
一
月
九
日
（
土
）
十
日

（
日
）
の
二
日
間
に
お
い
て
開
催
し

ま
す
。
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
は
、「
新

時
代
～
食
と
健
康
で
未
来
に
笑
顔
を

繋
ご
う
～
」
と
題
し
、
学
友
会
（
学

生
組
織
）
が
中
心
と
な
り
企
画
全
体

の
管
理
・
運
営
を
行
い
、
ク
ラ
ス
や

切
菖
蒲
園
「
静
観
亭
」
に
お
い
て
、

役
員
会
全
体
会
が
学
長
等
大
学
関
係

者
も
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
十
月
と
来
年
三
月
発
行
予

定
の
後
援
会
会
報
の
発
行
計
画
案
が

夫
々
承
認
さ
れ
、
併
せ
て
、
保
護
者

会
・
懇
親
会
は
、十
月
十
二
日
（
土
）

開
催
と
決
定
し
ま
し
た
。
続
い
て
両

学
科
よ
り
大
学
か
ら
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

引
続
き
、
役
員
懇
親
研
修
会
が
行

わ
れ
、
葛
飾
区
産
業
観
光
部
観
光
課

主
査
学
芸
員
の
谷
口
榮
氏
に
よ
る

「
堀
切
の
花
菖
蒲
を
（
歴
史
的
に
）

愛
で
る
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
役
員
会
・
懇
親
研
修

会
前
後
に
、
小
雨
が
降
る
中
見
頃
を
迎

え
た
園
内
の
花
菖
蒲
を
楽
し
み
ま
し
た
。

保
護
者
会
予
告

今
年
度
の
後
援
会
・
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
を
十
月
十
二
日（
土
）

に
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ご
子
息
、

ご
息
女
の
大
学
で
の
様
子
、
就
職
の

展
望
等
の
報
告
に
つ
い
て
学
年
担
任

と
の
懇
談
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ
き
、
本
学

の
教
育
内
容
に
つ
い
て
一
層
の
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
保
護
者
会
終
了
後
は
、
後
援

会
主
催
に
よ
る
教
員
と
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
学
部
長
を
始
め
学
科

長
や
学
年
担
任
、
教
科
担
当
教
員
と

の
懇
親
会
（
希
望
者
の
み
）
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

部
・
同
好
会
等
の
団
体
と
連
携
を
図

り
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

学
友
会
の
特
別
企
画
と
し
て
、
毎

年
恒
例
の
「
学
友
会
レ
ス
ト
ラ
ン
」

「
も
ち
つ
き
イ
ベ
ン
ト
」「
サ
ン
デ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
」「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
」

「
バ
ザ
ー
」「
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
等

の
企
画
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
目
玉
企
画
の

ひ
と
つ
に
学
友
会
顧
問
（
健
康
栄

養
学
部
長
）と
学
友
会
が
連
携
し「
本

格
的
タ
イ
料
理
を
作
ろ
う
！
」
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
校
の

際
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
学
科
毎
に
特
別
企
画
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
学
生

の
普
段
の
「
学
び
」
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
体
験
し
て
み
て
下
さ
い
。

今
後
も
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に

ご
理
解
・
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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～食と健康で未来に笑顔を繋
ごう
～新時代

総
会
・
役
員
会
報
告

●
三
月
役
員
会
報
告

三
月
二
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
同
報
告

は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
続
き
、
平
成
三
十
一
年
度
事
業

計
画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
進
級
す
る
役
員
の
方
の

三
十
一
年
度
留
任
並
び
に
会
長
・
副

会
長
・
会
計
・
会
計
監
査
候
補
者
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
総　

会

四
月
一
日
（
月
）
の
大
学
入
学
式

当
日
、
本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
お

い
て
、
ご
父
母（
保
護
者
）多
数
の
出

席
を
得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
続

い
て
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、
同
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
続
き
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
進

級
し
た
役
員
の
方
の
留
任
及
び
新
入

生
保
護
者
の
新
役
員
候
補
者
の
紹
介

が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
会
長
に
は
野

田
哲
三
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
併

せ
て
副
会
長
、
会
計
、
会
計
監
査
の

選
任
が
夫
々
な
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
で
の
決
定
事
項
は
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
六
月
役
員
会
報
告

六
月
十
五
日
（
土
）
に
葛
飾
区
堀

イラスト：管理栄養学科３年
永井 桜
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管
理
栄
養
学
科
の
取
り
組
み
の
大

き
な
柱
で
あ
る
葛
飾
区
地
域
連
携
事

業
で
あ
る「
か
つ
し
か
知
っ
得
メ
モ
」

に
つ
い
て
朝
日
新
聞
（
７
／
24
）
に
、

「
か
つ
し
か
の
元
気
食
堂
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
は
広
報
か
つ
し
か（N

o1775

）

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
知
っ

得
メ
モ
」
で
は
テ
ー
マ
選
び
、
情
報

収
集
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
作
成

す
る
。「
元
気
食
堂
」で
は
テ
ー
マ（
お

弁
当
メ
ニ
ュ
ー
）
に
あ
わ
せ
た
献
立

を
考
え
、
何
度
も
試
作
を
繰
り
返
し

納
得
し
た
作
品
を
作
る
。
三
年
次
生

全
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
だ
こ

と
へ
の
評
価
が
取
材
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
栄
養
学
科
の
学
修
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。
四
年
次
生
は
国

家
試
験
に
向
け
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。
学
科
と
し
て
も
四
年
間
の
総
仕

上
げ
の
つ
も
り
で
学
修
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
学
生
は
不
安
や
焦
り
を
感

じ
る
時
期
で
す
の
で
、
ご
家
庭
で
は

管
理
栄
養
学
科

地
域
に
貢
献

管
理
栄
養
学
科
長
　
宮
内
　
眞
弓

お
子
様
の
精
神
的
な
支
え
と
な
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
三
年

次
生
は
臨
地
実
習
を
終
え
一
回
り
成

長
し
た
「
子
供
」
か
ら
「
社
会
人
」

を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
病
院
・
福
祉
施
設
の
臨
地
実

習
は
患
者
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
へ
の

配
慮
を
必
要
と
す
る
実
習
と
な
り
ま

す
。
食
生
活
を
見
直
し
、
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
一
、二
年
次
生
は

大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

遊
ぶ
こ
と
で
は
な
く
悩
み
を
相
談
で

き
る
友
人
を
作
る
、
自
分
を
見
つ
め

る
力
、
人
を
理
解
す
る
力
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
な
ど
「
自
分
を
磨
く
」
た
め
の

時
間
と
思
い
ま
す
。
管
理
栄
養
士
は

「
人
」
が
対
象
と
な
る
学
び
で
す
。

人
と
の
か

か
わ
り
方

を
自
ら
学

び
楽
し
む

こ
と
が
大

切
で
す
。

● 

学
友
会
会
長
挨
拶

今
年
度
、
学
友
会
会
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
管
理
栄
養
学
科
の
二
階
堂

紗
月
で
す
。

今
年
度
も
学
友
会
総
会
、
新
入
生

歓
迎
会
、
体
育
祭
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
の
大
学

生
活
が
さ
ら
に
充
実
し
、
さ
ら
に
活

動
し
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
精
進

致
し
ま
す
の
で
後
援
会
の
皆
様
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

● 

学
友
会
総
会
︑部
・
同
好
会
説
明
会

四
月
九
日（
火
）に「
学
友
会
総
会
、

部
・
同
好
会
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
役
員
の
選
出
、
承
認
や

平
成
三
十
年
度
決
算
報
告
及
び
今
年

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
体
育
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
気
温
の
上

昇
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
熱
中

症
対
策
な
ど
の
安
全
面
を
考
え
短
縮

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
生
が
一
丸
と
な
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
、
予
定
通
り
に
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
の
総

合
優
勝
に
輝
い
た
ク
ラ
ス
は
１
Ｎ
Ｂ

ク
ラ
ス
（
一
年
次
生
管
理
栄
養
学
科

ク
ラ
ス
）
で
し
た
。
全
員
元
気
に
一

日
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、学
生
同

士
や
教
職
員
と
の
親
交
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

度
予
算
案
等
の
審
議
を
行
い
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
団
体
の
活

動
紹
介
が
行
わ
れ
、
新
入
生
や
在
学

生
の
学
生
団
体
の
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。

● 

新
入
生
歓
迎
会

四
月
十
六
日（
火
）に
「
新
入
生
歓

迎
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
菓
子

文
化
研
究
家
の
原
亜
樹
子
先
生
に
よ

る
「
ア
メ
リ
カ
の
食
を
通
し
て
考
え

る
食
文
化
」
に
つ
い
て
公
演
を
戴
き

ま
し
た
。
原
先
生
が
ア
メ
リ
カ
で
の

体
験
談
に
、
お
菓
子
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
お
話
下
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
に
執
筆
さ
れ
た
本

を
教
材
と
し
て
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
新
入
生
・
在
学
生

対
象
に
、
抽
選
会
を
行
い
、
学
生
間

で
の
学
年
や
他
学
科
と
の
繋
が
り
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

● 

体
育
祭

五
月
二
十
五
日（
土
）に
本
学
船
橋

学
友
会
活
動
報
告

管理栄養学科
３年次生
二階堂紗月

令和元年度学友会役員一覧
役職名 学年クラス 氏　名
会 長 3NB 二階堂　紗　月

副 会 長 3NA 内　田　　　凛
2NA 小　野　亜　海

総 務

3NA 川　元　拓　郎
3FB 山　本　雛　代
2NA 小　川　彩　夏
2NB 波　多　康　利

会 計

3NA 大　道　悠　花
3NB 田　代　　　綾
3FA 久須美　勇　稀
2FA 石　田　日菜子
2NA 楠　田　瑞　生

会計監査 3NA 大　山　美　緒
2FA 新　　　果　南

体育祭実
行委員会
委 員 長

3NB 西　　　泰　斗

体育祭実
行委員会
副委員長

3FA 木　村　　　聖
2NB 原　　　　　亮
2FA 井　上　友理奈
2FA 秋　山　麗　菜

大学祭実
行委員会
委 員 長

3NA 高　野　加　純

大学祭実
行委員会
副委員長

3NB 渡　邉　隆　太
3FB 志　摩　優莉佳
2FA 池　島　菜　々
2NA 遠　藤　佑　夏

委 員 会
責 任 者

3FB 中　村　帆　花
2FB 宮　川　大　澄

部・同好
会責任者

3FA 岩清水　　　力
3FB 山　田　史　香
2NA 犬　塚　千　聖
2NA 髙　島　　　恭 体育祭　表彰式
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昨
年
六
月
に
食
品
衛
生
法
が
改
正

さ
れ
、
食
品
に
関
わ
る
全
て
の
事
業

者
にH

A
CCP

（
ハ
サ
ッ
プ
）
と
呼

ば
れ
る
高
度
な
食
品
衛
生
管
理
へ
の

取
り
組
み
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
食
品
衛
生
に
関
す
る
危
害
要
因

を
分
析
し
て
、
科
学
的
な
根
拠
に
基

づ
い
て
、
そ
れ
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
管
理
す
る
手
法
で
す
。こ
れ
に
は
、

そ
の
食
品
そ
の
も
の
や
食
中
毒
微
生

物
な
ど
の
特
性
を
十
分
理
解
し
て
、

臨
機
応
変
に
対
処
で
き
る
科
学
的
知

識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
食
品
学
科

が
養
成
を
目
指
す
「
食
品
全
般
に
関

わ
る
科
学
的
な
知
識
と
技
術
等
を
身

に
つ
け
た
食
の
専
門
家
」
は
、
ま
さ

し
く
こ
のH

A
CCP

に
必
要
と
さ
れ

る
人
材
で
あ
り
、
社
会
に
即
し
た
人

材
育
成
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
食
品
学
科
の
学
生
諸
子
の

現
状
で
す
が
、
一
年
次
生
は
前
期
が

終
わ
り
、
高
校
で
の
学
び
と
異
な
っ

た
学
習
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経

食
品
学
科

社
会
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
食
品

食
品
学
科
長
　
北
村
　
義
明

験
を
糧
に
、
自
ら
進
ん
で
学
習
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
今
後
に

生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
二
年
次
生
は
、
Fs
・
Fb
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
、
専
門
的
な
授
業
が
増

え
て
き
ま
し
た
の
で
、
学
習
意
欲
も

高
ま
っ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、就
職
対
策
の
授
業
も
始
ま
り
、

卒
業
後
に
社
会
人
と
な
る
こ
と
に
向

け
て
の
自
覚
も
芽
生
え
始
め
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
三
年
次

生
は
研
究
室
配
属
・
ゼ
ミ
参
加
を
通

し
て
、
先
輩
が
卒
研
や
就
活
に
取
り

組
む
姿
に
接
し
、
ま
た
、
職
場
体
験

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

て
、
自
ら
の
卒
研
の
テ
ー
マ
や
卒
業

後
の
進
路
に
つ
い
て
本
格
的
に
考
え

る
時
期
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。
四
年

次
生
は
、
就
職
活
動
も
ひ
と
段
落
つ

い
て
多
く
の
学
生
が
内
定
を
い
た
だ

き
、
卒
研
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
時

期
で
す
。
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
を

自
ら
誇
れ
る
よ
う
な
、
充
実
し
た
内

容
の
卒
研
に
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
ま
た
、
卒
研
を
履
修
し
て
い
な

い
学
生
も
、
残
り
の
学
生
生
活
を
四

年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
充
実
し
た

時
間
と
す
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。後

援
会
の
皆
様
も
、
今
後
と
も
学

生
諸
子
の
頑
張
り
を
、
我
々
教
員
と

と
も
に
ご
支
援
い
た
だ
け
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
学
生
支
援
・
就
職
支
援
）

●�

履
歴
書
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策

講
座（
三
年
次
生
）

五
月
九
日
（
木
）
外
部
講
師
を
招

い
て
三
年
次
生
を
対
象
に
履
歴
書
・

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。
履
歴
書
・
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
上
で
の
注
意
点

等
の
説
明
・
解
説
が
あ
り
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
実
際
に
履
歴
書
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
作
成
し
た
履
歴

書
は
専
門
業
者
に
よ
り
添
削
さ
れ
各

自
に
返
却
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
に

お
い
て
履
歴
書
作

成
は
重
要
事
項
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、本

講
座
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
就
職

活
動
の
準
備
を
進

め
て
欲
し
い
で
す
。

●�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
対
策
講
座

（
三
年
次
生
）

六
月
一
日
の
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
サ
イ
ト
の
オ
ー
プ
ン
を
皮

切
り
に
、
三
年
次
生
の
就
職
活
動
準

備
が
本
格
化
す
る

た
め
、
六
月
六
日

（
木
）
に
三
年
次

生
を
対
象
と
し
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
対
策
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。
三

就
職
・
学
生
マ
ナ
ー
講
座

就
職
支
援

本
学
四
年
次
生
の
内
定
状
況（
八

月
三
十
一
日
現
在
）は
、
七
八
・
七
％

で
し
た
。
売
り
手
市
場
の
中
、
企
業

の
動
き
は
年
々
早
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も

就
職
未
内
定
者
に
対
し
、
継
続
し
て

個
別
に
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。就

職
未
内
定
者
は
積
極
的
に
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
諦
め
ず

に
就
職
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
で

す
。
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別
相
談
で

は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
や

面
接
練
習
な
ど
、
希
望
の
進
路
を
実

現
で
き
る
よ
う
キ
メ
細
か
な
指
導
を

行
い
ま
す
。
多
様
化
す
る
就
職
採
用

活
動
に
対
応
す
べ
く
、
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
就
職
活
動
が
本
格
化

す
る
以
前
の
一
・
二
年
次
生
対
象
に

就
職
専
門
業
者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
三
・
四
年
次
生
対
象
に

学
内
業
界
説
明
会
な
ど
多
数
の
就
職

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
で
す
。

積
極
的
に
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
最
新
情
報
を
収
集
し
て
自

身
の
就
職
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い

で
す
。

就
職
支
援
に
あ
た
り
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
次
生
に
は
、
積
極
的
に
業
界
研
究

や
企
業
研
究
を
行
い
自
身
の
就
職
活

動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●�

就
職
活
動
の
た
め
の
筆
記
対
策

講
座（
三
年
次
生
）

五
月
～
六
月
に
三
年
次
生
を
主
対

象
と
し
、
五
回
×
二
回
、
計
十
回
に

渡
り
、
就
職
活
動
に
お
け
る
筆
記
試

験
対
策
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

筆
記
試
験
合
格
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
に
言
語
問
題
（
文
章
読
解
な
ど
）

と
非
言
語
問
題
（
計
算
問
題
な
ど
）

の
学
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
専
門

業
者
講
師
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。
筆

記
試
験
に
解
答
で

き
る
力
を
身
に
付

け
る
た
め
、
多
く

の
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

●�

マ
ナ
ー
講
座（
一
年
次
生
）

六
月
二
十
日
（
木
）、
新
入
生
を

対
象
と
し
た
マ
ナ
ー
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
学
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
マ
ナ
ー
向
上
運
動
」
の
一
環
で
、

座
学
の
み
で
な
く
実
技
を
交
え
た
講

座
と
な
り
参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら

受
講
し
て
い
ま
し
た
。
第
一
印
象
の

重
要
性
や
挨
拶
の

ポ
イ
ン
ト
等
を

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
を
通
じ
て
学

び
、
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
敬
語
の
基
礎

力
等
を
身
に
つ
け

ま
し
た
。
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Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
や
公
務
員
試
験
対
策
の

書
籍
な
ど
学
生
に
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
活
動
支
援

と
し
て
、
寄
贈
戴
い
た
機
器
や
備
品

等
は
、
様
々

な
学
生
団
体

が
有
効
に
活

用
し
て
意
欲

的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
学

生
が
有
意
義

に
活
動
で
き

る
環
境
の
充

実
を
図
る
為
、

支
援
を
行
い

ま
す
。

健
康
栄
養
学
部
長�

荒
木　

裕
子

健
康
栄
養
学
部
の
取
り
組
み

後
援
会
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら

本
学
の
教
育
活
動
全
般
に
わ
た
り
、

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
四
月
よ
り

健
康
栄
養
学
部
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
本
学
園
は
七
十
年
以
上
の
歴

史
の
中
で
、
食
と
健
康
に
特
化
し
た

教
育
を
進
め
、
多
く
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
ま
す

ま
す
躍
進
が
期
待
さ
れ
る
本
学
を
さ

ら
に
良
き
大
学
と
な
る
よ
う
、
学
部

長
と
し
て
鋭
意
職
務
に
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

健
康
栄
養
学
部
は
「
食
を
通
じ
て

健
康
な
生
活
を
」
と
い
う
多
く
の
人

が
願
う
命
題
に
取
り
組
み
、
健
康
、

栄
養
、
食
品
に
関
す
る
科
学
的
概
念

と
そ
れ
を
活
か
す
実
践
力
を
身
に
つ

け
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健

康
栄
養
学
部
で
は
、
大
学
の
使
命
で

も
あ
る
社
会
貢
献
の
一
つ
と
し
て
、

地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
管
理
栄
養
学
科
で
は
葛
飾
区
と

連
携
し
「
か
つ
し
か
の
元
気
食
堂
推

進
事
業
」
に
お
い
て
、
区
民
の
健
康

的
な
食
生
活
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
学
生
た
ち
の
各
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
い
た
お
弁
当
が
開
発
さ
れ
、

区
民
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
試
食
会
が

行
わ
れ
、
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な

学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
食
品
学

科
で
は
、
福
島
県
塙
町
と
の
受
託
研

究
が
継
続
さ
れ
、
地
域
で
生
産
さ
れ

た
食
材
を
利
用
し
た
商
品
開
発
や
講

習
会
等
多
方
面
で
協
力
を
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
外
の
実
践
的

教
育
活
動
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感
し
、

学
内
で
の
研
究
活
動
や
学
び
の
質
を

さ
ら
に
深
め
る
助
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
に
と
っ
て
よ

り
充
実
し
た
学
び
が
提
供
で
き
る
よ

う
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
後
援
会
の
皆
様
の

ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

後
援
会
の
寄
贈

管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

食
品
学
科
担
任
紹
介

令和元年度後援会役員紹介

会　　長� ４FB� 野　田　哲　三
副 会 長� ３NB� 津　田　眞　利
副 会 長� ２FB� 笛　木　　　敦
会　　計� ３NB� 畑　中　利　夫
会　　計� ２FA� 尾　籠　宏　美
会計監査� ４FA� 木　村　光　子
会計監査� ３NB� 野　口　春　美
役　　員� ４NA� 片　柳　知香子
役　　員� ４NB� 山　本　　　進
役　　員� ４FA� 阿　部　智　子
役　　員� ４FA� 綾　　　春　恵
役　　員� ４FA� 小　島　哲　志
役　　員� ４FB� 須　賀　秀　紀
役　　員� ３NA� 粟　屋　しらべ
役　　員� ３FA� 朝比奈　邦　雄
役　　員� ３FB� 伏　見　　　広
役　　員� ３FB� 山　本　　　勇
役　　員� ２NB� 中　野　勝　子
役　　員� ２FA� 甲　斐　晃　子
役　　員� ２FA� 志　賀　恵　子
役　　員� ２FB� 関　　　里　美
役　　員� ２FB� 福　井　正　文
役　　員� １NA� 鈴　木　美　保
役　　員� １NB� 髙　島　真　一
役　　員� １NB� 増　田　恵　子
役　　員� １NB� 晦　日　美　絵
役　　員� １FB� 藤　平　佳代子
役　　員� １FB� 横　田　啓　子

学
生
全
員
が
様
々
な
活
動
を
有
意

義
に
行
え
る
よ
う
に
下
記
の
内
容
を

購
入
し
寄
贈
し
ま
し
た
。

就
職
支
援
と
し
て
、
学
生
が
客
観

的
に
自
分
自
身
を
知
る
た
め
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
受
験
料
補
助
や

就
職
関
連
の
図
書
の
充
実
を
図
り
、

　

な
お
、
各
学
年
の
教
育
・
学
生
指

導
等
に
お
い
て
、
助
手
の
方
々
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ランニングマシン

一
年
担
任

宮
内　

眞
弓
教
授

四
年
担
任

小
林　

陽
子
教
授

一
年
副
担
任

田
中　

広
美
講
師

四
年
副
担
任

吉
田　

真
知
子
講
師

二
年
担
任

大
塚　

静
子
准
教
授

三
年
担
任

鈴
木　

等
教
授

二
年
副
担
任

膳
法　

浩
史
講
師

三
年
副
担
任

風
見　

公
子
准
教
授

四
年
副
担
任

山
本　

直
子
助
教

四
年
担
任

塩
谷　

敏
明
教
授

三
年
担
任

吉
田　

光
一
准
教
授

二
年
担
任

福
田　

亨
教
授

一
年
担
任

片
山　

佳
子
准
教
授

二
年
副
担
任

大
田
原　

美
保
教
授

一
年
副
担
任

福
留　

奈
美
准
教
授

三
年
副
担
任

植
芝　

牧
准
教
授

目　的 品　名

就職支援
アセスメントテスト（ＰＲＯＧ）４年次生受験料
企業向け就職リーフレット
就職関係書籍

学生活動
支援

デスクトップパソコン一式（学友会本部）
クラリネット、トロンボーン（吹奏楽同好会）
ランニングマシン（運動部共用）


